
第２章 確率分布と統計的な推測 第２節 正規分布 

正規分布 

 身長や一定の規格で作られた部品の誤差など，自然界や社会において偶然に起こる現象には， 

正規分布と呼ばれる分布に従うものが多い。 

𝑚𝑚を実数，𝜎𝜎を正の実数として，確率変数𝑋𝑋の確率密度関数𝑓𝑓(𝑥𝑥)が，
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であるとき，この𝑋𝑋の確率分布を正規分布といい，𝑵𝑵(𝒎𝒎,𝝈𝝈𝟐𝟐)で表す。

このとき，𝑋𝑋は正規分布𝑁𝑁(𝑚𝑚,𝜎𝜎2)に従うといい，曲線 𝑦𝑦＝𝑓𝑓(𝑥𝑥) を正規分布曲線という。

また，次のことが知られている。 

標準化（標準正規分布） 

正規分布𝑁𝑁(0，1)を標準正規分布といい，確率密度関数は次のようになる。
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確率変数𝑍𝑍が標準正規分布𝑁𝑁(0,1)に従うとき，確率 𝑃𝑃(0 ≦ 𝑍𝑍 ≦ 𝑢𝑢)の値を𝑢𝑢のいろいろな値に対して計算して表にま

とめたものを正規分布表という。 

確率変数𝑋𝑋が正規分布𝑁𝑁(𝑚𝑚,𝜎𝜎2)に従うとき，𝑋𝑋を1次式で変換してできる確率変数𝑎𝑎𝑎𝑎 + 𝑏𝑏も正規分布𝑁𝑁(𝑎𝑎𝑎𝑎 +

𝑏𝑏,𝑎𝑎2𝜎𝜎2)に従うことが知られている。
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となり，確率変数𝑍𝑍は，標準正規分布𝑁𝑁(0,1)に従う。この𝑍𝑍のことを，𝑋𝑋を標準化した確率変数という。

確率変数𝑋𝑋が正規分布𝑁𝑁(𝑚𝑚，𝜎𝜎2)に従うときも，𝑋𝑋を標準化し標準正規分布𝑁𝑁(0，1)に変換することにより，𝑋𝑋の確率

を求めることができる。 

メリット① どんな正規分布でも，「標準正規分布 𝑵𝑵(𝟎𝟎,𝟏𝟏)」 に統一でき，標準正規分布１つですべての正規分布

の確率が計算できる 

問１ （文化祭の電子くじ）  

ある学校の文化祭では，来場者を 1000 人と見込んでいる。文化祭のあるブースで電子くじを引くと得点𝑿𝑿 が表示さ

れる。𝑿𝑿 は𝑵𝑵(𝟔𝟔𝟔𝟔，𝟖𝟖𝟖𝟖)に従うとする。70 点以上が出たら景品を渡すとき，景品はおよそ何個必要か。

メリット② 異なる分布に従うデータの値を，同じ基準で比較することができる

問２ （2 科目のテスト比較）  

太郎さんはある数学のテストで 70 点，ある英語のテストで 78 点をとった。そのテストの数学の得点𝑿𝑿𝒎𝒎𝒎𝒎𝒎𝒎𝒎𝒎は𝑵𝑵(𝟔𝟔𝟔𝟔，𝟖𝟖𝟖𝟖)
に従い，英語の得点𝑿𝑿𝒆𝒆𝒆𝒆𝒆𝒆は𝑵𝑵(𝟕𝟕𝟕𝟕，𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏)に従うとする。どちらのテストの方が相対的に高いか，標準化して比較せよ。ただ

し，どちらのテストも 100 点満点とする。 

～「標準化」をすることのメリット～ 

メリット① どんな正規分布でも，「標準正規分布 𝑵𝑵(𝟎𝟎,𝟏𝟏)」 に統一でき，標準正規分布１つですべての正規分布

の確率が計算できる 

メリット② 異なる分布に従うデータの値を，同じ基準で比較することができる
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